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一
、「
視
覚
的
の
も
の
」
へ
の
時
代

こ
こ
に
一
冊
の
写
真
帖
が
あ
る
。

黄
の
布
地
表
紙
に
『
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
と
題
簽
が
張
ら

れ
た
B 

5
判
横
長
の
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。
奥
付
に
は
「
昭
和
二
年
十
一
月

十
三
日
発
行
」
の
「
非
売
品
」
と
あ
り
、
そ
の
次
の
行
に
は
「
愛
知
県
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
著
者
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
表
紙
を
捲
る
と
、「
序
」
が
二
つ
付
い
て
い
る
。
最
初

の
「
序
」
に
は
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
ノ
必
要
切
ナ
ル
ノ
秋
ニ
方

リ
茲
ニ
本
帖
ノ
成
ル
ニ
会
フ 

就
テ
閲
ス
ル
ニ
県
内
各
地
ノ
資
料
ヲ
悉
ク
網

羅
シ
タ
リ
ト
謂
フ
ヲ
得
ザ
ル
モ
概
ネ
其
精
粋
ヲ
収
メ
タ
リ
。
／
世
人
之
ニ

依
テ
本
県
郷
土
ノ
由
来
ト
特
長
ト
ヲ
諒
得
シ
以
テ
文
化
ノ
進
展
ヲ
図
リ
我

国
体
精
華
ノ
顕
彰
ニ
寄
与
ス
ル
ア
ラ
バ
本
事
業
ハ
徒
事
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ

ト
云
爾
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
全
文
を
掲
げ
た
。
筆
者
は
「
愛
知
県
知

事
／
小
幡
豊
治
」。「
郷
土
」
の
由
来
と
特
長
と
を
諒
解
会
得
す
る
こ
と
が

日
本
の
「
国
体
精
華
」
の
顕
彰
に
寄
与
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
。
こ

れ
が
当
時
の
行
政
の
長
と
し
て
の
郷
土
を
諒
得
す
る
こ
と
す
な
わ
ち
郷
土

研
究
へ
の
公
式
的
見
解
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
て
、二
つ
め
の「
序
」は「
愛

知
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
長
／
愛
知
県
学
務
部
長
書
記
官
／
中

村
忠
充
」の
筆
に
な
る
。
こ
れ
は
知
事
の「
序
」を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

愛
知
県
に
は
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
の
「
一
大
宝
庫
」
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
上
で
、「
然
シ
テ
近
時
動
モ
ス
レ
バ
物
質
文
明
ヲ
探
ル
ニ
急
ニ
シ
テ

此
等
重
要
ナ
ル
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
ヲ
顧
ル
ノ
遑
ナ
ク
、
日
ニ
湮
滅
破

壊
ノ
運
命
ニ
至
ラ
シ
メ
惹
イ
テ
ハ
国
民
思
想
ニ
影
響
ヲ
招
来
セ
ム
」
と
す

る
の
を
憂
え
る
と
い
う
。
物
質
文
明
す
な
わ
ち
近
代
文
明
の
押
し
寄
せ
る

中
で
か
つ
て
の
日
本
ら
し
さ
（
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
）
が
失
わ
れ
る
こ

と
が「
国
民
思
想
」に
悪
影
響
を
与
え
る
の
を
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
史

蹟
」
は
「
祖
先
ノ
尊
キ
経
験
ノ
結
晶
」
を
今
に
伝
え
る
具
体
物
で
あ
り
、「
名

勝
天
然
紀
念
物
タ
ル
郷
土
ノ
山
川
風
物
」
は
「
祖
先
ノ
精
神
生
活
ノ
対
照

物
ト
シ
テ
」
日
々
仰
ぎ
見
る
伴
侶
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
ら

が
失
わ
れ
る
こ
と
へ
の
対
策
と
し
て
「
我
国
粋
ノ
発
揮
ト
文
運
ノ
進
展
」

の
た
め
に
「
本
会
ハ
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
展
覧
会
ヲ
開
催
シ
茲
ニ
又
本

肖
像
と
伝
説

―
市
橋
鐸
・
林
輝
夫
師
弟
の
内
藤
丈
艸
像
蒐
集
か
ら

高 

木　

史 

人
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帖
ヲ
上
梓
シ
テ
世
人
ニ
紹
介
ス
ル
」と
い
う
の
で
あ
る（
右
の
二
つ
の「
序
」

の
日
付
は
、
ど
ち
ら
も
「
昭
和
二
年
九
月
三
十
日
」）。「
序
」
に
続
く
「
例

言
」
に
は
「
一
、
本
写
真
帖
ハ
昭
和
二
年
五
月
名
古
屋
市
内
松
阪
屋
ニ
於

テ
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
展
覧
会
開
催
ノ
際
出
品
セ
シ
史
蹟
ノ
部

一
千
九
百
九
十
八
点
、
名
勝
ノ
部
六
十
点
、
天
然
紀
念
物
ノ
部
百
七
十
二

点
ノ
内
ヨ
リ
選
択
掲
載
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。」な
ど
と
あ
る
。
続
い
て「
目
次
」

を
み
る
と
「
第
一
、
史
蹟
」
に
は
五
三
の
項
目
が
、「
第
二
、
名
勝
」
に

は
八
の
項
目
が
、「
第
三
、
天
然
紀
念
物
」
に
は
二
一
の
項
目
が
並
ん
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
写
真
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
を
言
挙
げ
す
る
に
は
、
法
的
な
裏

付
け
が
存
し
た
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
四
月
公
布
の
「
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
法
」、
同
五
月
公
布
の
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会

官
制
」、
同
一
二
月
公
布
の
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
施
行
規
則
」、

大
正
九
年
一
月
の
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
要
目
」
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
に
よ
る
と
、
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
の
指
定
は
内
務
大
臣
（
あ
る
い
は
地
方
長
官
）
が
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
文
部
大
臣
の
管
轄
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
て
、
こ
れ
ら

の
史
蹟
・
名
勝
・
天
然
紀
念
物
は
、
学
校
教
育
で
の
郷
土
教
育
と
深
く
係

わ
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
序
の
著
者
・
中
村
忠
充
は

「
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
長
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
愛
知

県
学
務
部
長
書
記
官
」
と
あ
り
、「
学
務
」
行
政
の
中
心
人
物
だ
と
知
ら

れ
る
。

さ
て
、
昭
和
初
期
に
愛
知
県
下
で
郷
土
研
究
を
試
み
た
一
人
に
市
橋
鐸

（
本
名
、
鐸
麿
。
一
八
九
三
〜
一
九
八
三
）
を
挙
げ
ら
れ
る
。
市
橋
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
も
『
口
承
文
芸
研
究
』
誌
上
に
二
回
程
取
り
上
げ
た
。

と
り
わ
け
市
橋
は
、
昭
和
二
年
か
ら
一
六
年
ま
で
旧
制
小
牧
中
学
校
で
国

漢
科
教
員
を
務
め
つ
つ
郷
土
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
。
市
橋
の
自
伝
に
よ

る
と
、
元
来
、
郷
土
教
育
は
地
歴
科
教
員
が
行
な
う
は
ず
の
も
の
だ
が
、

市
橋
は
小
牧
中
学
校
に
出
来
た
郷
土
室
を
我
が
物
顔
に
利
用
し
て
、
夏
期

休
暇
な
ど
の
宿
題
に
郷
土
関
係
の
調
査
を
し
た
も
の
を
提
出
さ
せ
て
自
分

の
好
き
な
郷
土
研
究
を
行
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
旧
制
小
牧
中
学
校
の

生
徒
会
雑
誌
『
曳
馬
』
を
、
生
徒
に
提
出
し
た
宿
題
の
発
表
の
場
所
と
し

た
と
い
う
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
編
輯
兼
発
行
人
・
市
橋
鐸
麿
、
発
行
所
・

小
牧
中
学
校
郷
土
室
の
写
真
集
が
何
冊
か
あ
る
の
は
、先
に
紹
介
し
た
『
愛

知
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
と
の
関
係
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
今
、
手
許

に
あ
る
も
の
を
紹
介
す
る
と
、

①
『
尾
北
郷
土
資
料
写
真
集
』（
昭
和
六
年
一
二
月
、
全
五
〇
葉
）

②
『
続
尾
北
郷
土
資
料
写
真
集
』（
昭
和
七
年
一
一
月
、
全
一
六
葉
）

③
『
続
々
尾
北
郷
土
資
料
写
真
集
』（
昭
和
八
年
一
二
月
、全
三
四
葉
）

④
『
尾
張
郷
土
資
料
写
真
集
』（
昭
和
一
〇
年
一
二
月
、
全
一
九
葉
）

⑤
『
尾
張
郷
土
資
料
写
真
集

―
昭
和
十
一
年
度
版

―
』（
昭
和

一
一
年
一
二
月
、
全
一
六
葉
）

⑥
『
尾
張
徳
川
侯
行
列
之
図　

尾
張
郷
土
資
料
写
真
集
〔
昭
和
十
二

年
度
版
〕』（
昭
和
一
二
年
一
二
月
、
全
一
〇
葉
）
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⑦
『
尾
北
名
勝
風
俗
図
譜　

尾
張
郷
土
資
料
写
真
集
〔
昭
和
十
三
年

度
版
〕』（
昭
和
一
三
年
一
二
月
、
全
一
〇
葉
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
非
売
品
で
三
〇
〇
部
か
ら
四
〇
〇
部
程
度
が

印
刷
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
⑦
の
み
印
刷
部
数
が
記
さ
れ
て
い
な

い
）。
全
て
A 

5
判
の
紙
の
中
央
の
葉
書
大
の
ス
ペ
ー
ス
に
写
真
が
印
刷

さ
れ
て
い
る
。
一
枚
に
写
真
一
つ
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

複
数
の
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
写
真
の
紙
に
、
そ
れ
ぞ

れ
一
枚
ご
と
に
薄
紙
が
一
つ
の
縁
に
だ
け
糊
付
け
さ
れ
て
お
り
、
写
真
を

覆
っ
て
保
護
し
て
い
る
。
半
透
明
で
写
真
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
。
そ
の

薄
紙
に
、
写
真
の
通
し
番
号
と
題
名
と
簡
単
な
解
説
と
が
附
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
紙
は
独
立
し
て
お
り
、
綴
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
ボ
ー
ル
紙
の

箱
に
仕
舞
わ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

伝
説
関
連
の
も
の
を
一
、二
、
紹
介
し
よ
う
。
た
と
え
ば
、
①
の
通
し

番
号
四
〇
の
写
真
〔
写
真
1
〕
は
、

　
　

四
〇
、
芋
塚

　

古
木
津
用
水
土
手
橋
の
畦
三
足
が
く
れ
の
旧
蹟
に
あ
る
翁
塚
で

「
芋
洗
ふ
女
西
行
な
ら
ば
歌
詠
ん
」
の
句
が
刻
さ
れ
て
ゐ
る
。
寛
政

四
年
の
再
建
で
あ
る
。
建
設
の
由
来
は
、
附
近
に
西
行
法
師
の
遺
蹟

あ
る
に
ち
な
ん
だ
の
で
、
芭
蕉
に
は
縁
は
な
い
。
当
時
こ
の
地
方
き

つ
て
の
宗
匠
だ
つ
た
臥
雲
を
盟
主
と
す
る
飛
車
崫
一
派
の
肝
入
で
出

来
た
も
の
で
あ
る
。
默
我
の
続
小
田
塚
に
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
。（
伊

藤
一
郎

撮
影
）

と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
写

真
を
見
る

と
、
中
央
に

石
碑
が
建
っ

て
お
り
、
そ

こ
に
お
そ
ら

く「
芋
洗
ふ
」

の
句
が
刻

ま
れ
て
い
る

（
小
さ
く
て

よ
く
判
ら
な

い
が
）。
碑

の
右
が
小
高

い
塚
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
芭
蕉
が
七
本
植
え
ら
れ
て
い
る
。
石

碑
の
や
や
左
奥
に
鉄
塔
が
建
っ
て
い
る
の
が
判
り
、
左
端
に
小
さ
な
お
堂

が
建
っ
て
い
る
（
以
前
、
名
古
屋
経
済
大
学
図
書
館
で
当
写
真
集
の
展
示

を
し
た
と
き
に
小
牧
市
在
住
の
大
学
院
生
が
こ
の
写
真
を
見
て
、
こ
れ
は

私
の
家
の
近
く
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
現
在
は
周
囲
も
随
分
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
）。
写
真
は
一
葉
に
一
つ
だ
け
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

〔写真 1〕芋塚
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次
に
、
こ
れ
も
①
の
通
し
番
号
四
九
の
写
真
〔
写
真
2
〕
は
、

　
　

四
九
、八
百
比
丘
尼

　

東
春
日
井
郡
高
蔵
寺
村
の
地
が
未
だ
海
岸
だ
つ
た
程
古
い
昔
、
日

本
伝
説
界
の
大
立
者
八
百
比
丘
尼
が
こ
の
地
に
誕
生
し
た
と
い
ふ
。

現
在
同
村
白シ
ラ
ヤ
マ山

に
御
堂
が
あ
つ
て
比
丘
尼
の
像
が
安
置
さ
れ
て
ゐ

る
、
本
図
は
そ
れ
で
あ
る
。
同
村
の
言
ひ
伝
へ
で
は
若
狭
に
没
す
と

い
つ
て
ゐ
る
。「
白シ
ラ
ヤ
マ山

の
八
百
比
丘
尼
」
と
は
民
俗
学
上
暗
示
に
富

ん
だ
言
葉
で
は
あ
る
ま
い
か
。
興
味
上
よ
り
こ
れ
を
加
へ
る
こ
と
ゝ

し
た
。
八
百
比
丘
尼
の
正
体
に
つ
い
て
は
中
山
太
郎
氏
の
巫
女
史
に

據
ら
れ
た
い
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
一
葉
に
二
つ
印
刷
さ
れ
て
い
て
、一
つ
（
右
）

は
八
百
比
丘
尼
像
の
写
真
で
あ
り
、
楕
円
の
形
の
写
真
の
中
央
に
目
鼻
だ

ち
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
、
石
膏
の
角
が
取
れ
て
目
鼻
が
消
え
て
し
ま
っ

た
古
い
西
洋
の
マ
リ
ア
像
の
よ
う
な
上
半
身
像
が
写
っ
て
い
る
。
木
像
か

と
思
わ
れ
る
。
木
造
の
神
棚
の
よ
う
な
棚
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
（
扉
は

な
い
）。
像
の
置
か
れ
て
い
る
棚
の
中
の
左
右
に
何
か
書
か
れ
て
い
る
木
札

が
二
枚
立
て
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
左
の
札
に
は
札
の
右
隅
に
小
さ
な
文
字

で
「
今
上
皇
帝
玉
体
安
全
祈
念
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
中
央
に
大
き
い
文

字
で
「
本
脩
八
百
比
丘
尼
尊
天
御
宝
」
以
下
、
像
の
右
肩
の
後
ろ
に
隠
れ

て
し
ま
い
、
判
読
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
一
番
左
に
は
年
号
や
奉
納
し

た
者
の
名
な

ど
が
な
る
の

だ
ろ
う
け
れ

ど
も
、
は
っ

き
り
と
は
読

み
取
ら
れ
な

い
。
左
側
は

判
読
が
苦
し

い
。
も
う

一
つ
（
左
）

は
、
八
百
比

丘
尼
像
が
安

置
さ
れ
て
い

る
「
御
堂
」

の
写
真
で
あ

る
。
小
さ
な

堂
で
、
人
が

上
が
る
こ
と

は
で
き
な
い
、外
か
ら
拝
む
だ
け
の
堂
だ
と
判
る
。
こ
れ
ら
写
真
の
説
明
は
、

ほ
と
ん
ど
が
市
橋
鐸
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
さ
て
、
①
四
〇
の
撮
影
者
・
伊
藤
一
郎
に
つ
い
て
未
だ
詳
細

を
知
ら
な
い
。
①
全
五
〇
葉
の
内
、
伊
藤
一
郎
撮
影
と
紹
介
さ
れ
る
の
は 　　　〔写真 2〕八百比丘尼
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二
三
葉
に
も
及
ぶ
。
他
に
は
木
村
俊
逸
撮
影
と
あ
る
の
が
五
葉
、
今
枝
泰

治
撮
影
と
あ
る
の
が
一
葉
。
こ
れ
ら
が
個
人
名
に
よ
る
撮
影
者
で
あ
る
。

他
に
は
中
島
写
真
館
と
小
川
写
真
館
と
の
撮
影
が
そ
れ
ぞ
れ
五
葉
ず
つ
あ

る
。
そ
れ
以
外
は
①
四
九
の
例
の
よ
う
に
撮
影
者
を
紹
介
し
て
い
な
い（
一

葉
に
写
真
が
一
枚
と
は
限
ら
ず
、
一
葉
の
中
に
写
真
が
二
つ
、
三
つ
と
印

刷
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
複
数
の
撮
影
者
名
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ

る
）。
と
ま
れ
、
個
人
名
と
写
真
館
名
と
が
併
存
し
て
い
る
、
つ
ま
り
分

け
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
判
る
の
で
、
個
人
名
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
写
真
は
お
そ
ら
く
写
真
館
な
ど
商
業
的
な
撮
影
で
は
な
く
、
昭
和

初
期
に
写カ
メ
ラ
真
機
を
操
っ
て
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
・
カ
メ
ラ
マ
ン
の
撮
影
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
①
以
降
の
写
真
集
に
つ
い
て
も
、

事
情
は
同
じ
い
）。

も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
六
年
現
在
、
愛
知
県
東
春
日
井
郡

小
牧
町
の
小
牧
中
学
校
の
教
員
、
市
橋
鐸
の
周
囲
に
、
写
真
機
を
扱
え
る

者
が
複
数
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
市
橋
は
積
極
的

に
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
写
真
を
郷
土
研
究
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
辺
の
事
情
を
市
橋
本
人
は
、
意
外
と
（
市
橋
は

自
称
「
紙
魚
の
生
ま
れ
変
わ
り
」。
書
籍
の
蒐
集
の
み
な
ら
ず
、
じ
し
ん

が
書
い
た
書
物

―
ほ
と
ん
ど
が
自
費
刊
行

―
も
数
多
を
保
存
し
て

お
り
、
ま
た
、
自
伝
も
幾
通
り
か
試
み
て
い
る
）
記
し
て
く
れ
て
い
な
い
。

類
推
に
頼
る
し
か
な
い
が
、
市
橋
鐸
が
上
記
の
郷
土
写
真
集
を
世
に
送

り
だ
し
た
背
景
に
は
、
写
真
機
の
普
及
、
写
真
技
術
の
普
及
が
大
き
く
作

用
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
昭
和
初
期
の
郷
土
研
究
が
、
た
と

え
ば
『
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、「
博
覧
会
」

な
ど
の
形
で
具
体
的
に
目
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
視
覚
的
の
も
の
、
有
形

の
も
の
へ
の
偏
重
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
市
橋

鐸
は
、
昭
和
二
年
五
月
に
名
古
屋
市
の
松
阪
屋
で
の
展
覧
会
に
出
掛
け
た

か
。
同
年
一
一
月
に
非
売
品
の
写
真
帖
を
入
手
し
た
か
。
少
な
く
と
も
、

新
聞
報
道
な
ど
で
知
っ
て
は
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
想
像
し
て
い
る
。

二
、
市
橋
鐸
の
内
藤
丈
艸
研
究

市
橋
鐸
に
と
っ
て
こ
の
時
期
（
昭
和
初
期
）
の
代
表
的
な
著
作
は
、
何

と
い
っ
て
も
『
俳
人
丈
艸
』（
昭
和
五
年
五
月
、
白
帝
書
房
刊
、
売
価
二
円

五
〇
銭
）
だ
っ
た
。
四
六
判
三
五
七
頁
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
体
裁
な
が
ら
厚

み
の
あ
る
書
で
あ
る
。
書
名
と
著
者
名
と
印
刷
さ
れ
た
白
い
紙
が
表
と
背

に
張
ら
れ
た
ボ
ー
ル
紙
そ
の
ま
ま
の
色
の
簡
素
な
函
に
納
ま
っ
て
い
る
。

装
訂
は
木
曽
川
を
想
わ
せ
る
青
鈍
地
に
犬
山
名
物
で
も
あ
る
紅
葉
を
控
え

め
に
散
ら
し
、
背
に
金
字
で
「
俳
人
丈
艸　

市
橋
鐸
著
」
と
だ
け
刻
さ
れ

た
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
も
の
だ
。
白
帝
書
房
は
、
住
所
は
「
東
京
市
牛
込

区
早
稲
田
鶴
巻
町
」
だ
が
、
犬
山
城
の
別
名
を
白
帝
城
と
い
う
。
愛
知
県

犬
山
市
に
は
、今
も
「
白
帝
」
を
冠
し
た
会
社
な
ど
が
あ
る
か
ら
、ひ
ょ
っ

と
す
る
と
犬
山
縁
の
経
営
な
の
か
も
し
れ
な
い
（『
俳
人
丈
艸
』
の
「
は

し
が
き
」
に
、
市
橋
は
「
か
つ
て
は
、
書
房
主
も
丈
艸
研
究
に
力
を
尽
し

た
こ
と
も
あ
つ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
本
書
刊
行
時
既
に
市
橋
鐸
は
こ
こ

か
ら
『
俳
句
新
釈
』『
川
柳
新
釈
』
も
出
し
て
い
た
）。『
俳
人
丈
艸
』
は
、
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市
橋
鐸
と
柳
田
國
男
と
の
関
係
を
考
え
る
と
き
に
外
す
こ
と
の
出
来
な
い

書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
市
橋
が
柳
田
に
本
書
を
送
っ
た
こ
と

と
、
柳
田
か
ら
市
橋
宛
に
礼
の
葉
書
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
が
判
る
か

ら
で
あ
る
。
市
橋
の
書
物
か
ら
の
孫
引
き
に
な
る
け
れ
ど
も
、
柳
田
國
男

か
ら
の
葉
書
の
文
面
は
、

永
々
御
骨
折
の
俳
人
丈
艸
御
恵
与
拝
受
仕
候
。
な
つ
か
し
く
拝
見
い

た
し
を
り
候
、
小
生
始
め
て
の
こ
と
の
み
に
て
評
も
出
来
不
申
候
。

誰
か
紹
介
す
る
よ
う
社
の
者
へ
話
可
申
候
。

と
い
う
次
第
で
あ
る
（
市
橋
鐸
は
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
創
刊
号
以
来
の
愛

読
者
で
あ
っ
た
し
、
投
稿
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
か
ら
、
柳

田
國
男
と
の
接
点
は
既
に
存
し
て
い
た
）。

さ
て
、『
俳
人
丈
艸
』
の
構
成
は
、「
丈
艸
年
譜
」「
口
絵
の
解
説
」「
口
絵
」

が
冒
頭
に
置
か
れ
、
序
編
と
し
て
「
序
編　

俳
諧
揺
籃
の
地
と
し
て
の
尾

張
」
が
置
か
れ
、
続
い
て
丈
艸
の
経
歴
に
沿
っ
て
の
本
編
が
連
な
っ
て
い

る
。
内
藤
丈
艸
の
人
物
伝
の
体
裁
で
あ
る
。
本
編
で
は
、
内
藤
丈
艸
の
人

生
を
「
第
一
編　

犬
山
時
代
」（
一
歳
か
ら
二
九
歳
ま
で
）「
第
二
編　

放

浪
時
代
」（
二
九
歳
か
ら
三
二
歳
ま
で
）「
第
三
編　

無
名
庵
時
代
」（
三
二

歳
か
ら
三
五
歳
ま
で
）「
第
四
編　

仏
幻
庵
時
代
」（
三
五
歳
か
ら
没
す
る

四
三
歳
ま
で
）
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
本
書
の
後
半
は
、「
第

五
編　

丈
艸
の
為
人
」「
第
六
編　

俳
諧
観
」「
第
七
編　

終
焉
と
そ
の
後
」

「
附
編
」「
補
遺
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
俳
人
丈
艸
』
を
読
む
と
、
こ
れ
が
今
日
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
研
究

書
と
は
、
趣
が
ち
ょ
っ
と
異
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
冒

頭
の
「
は
し
が
き
」
は
、

　

そ
れ
は
ま
だ
私
が
母
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て
ゐ
た
頃
の
こ
と
で

あ
つ
た
。
母
は
よ
く
寝
物
語
に
丈
艸
の
名
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
そ

の
生
涯
の
す
べ
て
を
犬
山
に
暮
し
た
母
に
は
、
犬
山
に
お
け
る
た
つ

た
一
人
の
偉
人
、
内
藤
丈
艸
の
名
は
な
つ
か
し
い
も
の
ゝ
一
つ
な
の

で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
ち
ひ
さ
い
訳
の
わ
か
ら
ぬ
年
頃
の
私
に
ま
で

そ
れ
を
話
さ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
貧
し
け
れ
ど

も
、
私
の
丈
艸
研
究
の
種
は
そ
こ
に
播
か
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

と
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。「
趣
が
ち
ょ
っ
と
異
な
る
」
と
い
う
の
は
、
こ

の
「
は
し
が
き
」
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
市
橋
鐸
の
研
究
が
自
ら
が
丈

艸
伝
承
、
丈
艸
伝
説
を
受
け
て
き
た
環
境
と
連
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
丈
艸
の
人
生
を
ま
る
で
小
説
の
よ
う
に
描
い
て

い
く
。
こ
れ
ら
は
、
本
書
の
そ
こ
こ
こ
に
確
認
で
き
る
（
丈
艸
以
外
の
人

物
に
つ
い
て
も
同
様
）。
た
と
え
ば
、第
一
編
「
犬
山
時
代
」
は
「
少
年
時
代
」

「
青
年
時
代
」「
遁
世
」
と
分
か
た
れ
て
い
る
が
、「
少
年
時
代
」
の
冒
頭
は
、

次
の
よ
う
に
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。

　

私
は
丈
艸
の
郷
里
、
尾
張
の
犬
山
に
生
れ
た
。
そ
こ
の
字
新
道
の

瓦
坂
上
に
坂
尾
さ
ん
と
い
ふ
新
聞
取
次
店
が
あ
つ
た
。
少
年
時
代
の
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私
達
は
そ
の
表
で
よ
く
遊
ん
だ
。
表
の
路
は
坂
尾
さ
ん
の
家
の
す
ぐ

前
か
ら
坂
に
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
ず
つ
と
さ
き
に
木
曽
川
が
見
え
る
。

向
側
は
畠
で
あ
る
。
そ
こ
に
井
戸
が
一
つ
あ
つ
て
、
そ
の
傍
に
は
大

き
な
木
蓮
の
樹
が
あ
つ
た
。
井
戸
の
ま
は
り
に
は
ご
ろ
〳
〵
石
が
投

つ
て
あ
つ
た
。
こ
の
畠
こ
そ
蕉
門
四
哲
の
一
人
、
内
藤
丈
艸
の
宅
址

な
の
で
あ
る
。
／
（
中
略
）
／
今
で
は
そ
の
頃
の
様
子
は
も
と
よ
り
、

私
達
は
子
供
の
頃
の
面
影
さ
へ
も
日
に
月
に
恐
し
い
程
に
変
つ
て
ゆ

く
。
木
戸
が
こ
ぼ
た
れ
た
り
、
蓮
池
が
郷
瀬
川
と
名
乗
つ
て
悪
水
路

と
な
つ
た
の
は
、
明
治
の
初
年
の
こ
と
ゝ
き
い
て
ゐ
る
が
、
あ
の
家

の
前
の
だ
ら
だ
ら
坂
、
そ
れ
は
後
に
な
つ
て
瓦
坂
と
名
付
け
ら
れ
た

が
、
こ
れ
も
幾
度
か
の
改
修
の
結
果
、
元
の
姿
は
な
く
な
つ
て
し
ま

つ
た
。
丈
艸
が
若
い
頃
朝
な
夕
な
に
眺
め
た
と
思
は
れ
る
あ
の
内
田

田
甫
は
、
埋
め
た
て
ら
れ
て
大
遊
園
地
と
化
し
て
、
そ
こ
に
は
旅
館

だ
の
、
西
洋
料
理
店
な
ど
が
建
築
さ
れ
、
さ
ら
に
め
だ
か
に
興
じ
た

り
、
し
ゞ
み
貝
を
捕
つ
た
り
し
た
あ
た
り
に
は
、
県
道
が
通
じ
、
電

車
が
開
け
て
、
木
曽
川
の
大
鉄
橋
を
越
し
て
美
濃
路
へ
入
つ
て
ゐ
る
。

／
こ
ん
な
風
ゆ
ゑ
に
、
今
の
宅
址
の
有
様
は
、
あ
り
し
昔
を
追
懐
す

る
に
は
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
す
ぎ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
何
等
の
め
じ
る

し
も
な
い
。
里
人
の
す
べ
て
は
無
関
心
で
あ
る
。
丈
艸
の
生
れ
た
家

の
所
在
地
は
こ
ゝ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
後
に
な
つ
て
移
転
せ
ら
れ
た

の
で
、
維
新
前
は
木
俣
氏
の
住
地
に
な
つ
て
ゐ
た
。
／
こ
の
他
内
藤

氏
の
宅
址
と
伝
へ
ら
れ
る
の
が
三
ヶ
所
あ
る
。
内
田
御
門
の
辺
と
い

ふ
の
と
、
字
大
本
町
と
い
ふ
の
と
、
西
谷
だ
と
い
ふ
の
と
で
あ
る
。

や
や
長
く
引
い
た
。
簡
単
に
い
う
と
、
丈
艸
の
生
家
と
伝
え
ら
れ
る
の

が
、
犬
山
町
内
に
四
箇
所
あ
る
こ
と
の
説
明
で
あ
る
。
本
文
で
は
そ
の
後
、

内
田
御
門
、
字
大
本
町
、
西
谷
が
否
定
さ
れ
て
字
新
道
瓦
坂
上
が
正
し
い

と
考
証
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
れ
な
ど
は
小
野
小
町
や
武
蔵
坊
弁
慶
の

生
誕
地
伝
説
と
同
様
に
、
丈
艸
に
も
生
誕
地
伝
説
が
発
達
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
（
講
演
の
途
中
で
フ
ロ
ア
ー
の
伊
藤
龍
平
か
ら
、
現
在
も

丈
艸
産
湯
の
井
戸
が
二
箇
所
存
し
て
い
る
と
の
教
示
も
あ
っ
た
）。

市
橋
鐸
の
文
章
は
、
今
日
の
文
学
研
究
の
手
つ
き
と
い
う
よ
り
は
、
伝

説
研
究
の
手
つ
き
を
想
起
さ
せ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
と
い
う
よ
り
も
、

子
供
時
代
の
自
分
や
調
べ
て
歩
く
自
分
や
自
分
に
話
を
伝
え
て
く
れ
る

人
々
の
よ
う
す
な
ど
を
織
り
込
み
な
が
ら
、「
内
藤
丈
艸
」
の
歴
史
に
分

け
入
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
り
あ
り
と
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
、

私
に「
口
承
文
学
紀
行
」と
名
づ
け
た
書
き
方
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。（「
解

説
」（
臼
田
甚
五
郎
『
口
承
文
學
大
槪
』
一
九
九
七
年
、
お
う
ふ
う
刊
））

以
前
、
あ
る
近
世
文
学
研
究
の
研
究
者
が
、
さ
も
困
惑
し
た
か
の
よ
う

な
口
吻
で
、「
市
橋
（
鐸
）
さ
ん
の
ロ
ン
ブ
ン
は
な
あ
…
…
」
と
漏
ら
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
今
日
の
論
文
と
は
、
そ
れ
も
文
学
研
究
の
そ

れ
と
は
手
つ
き
が
確
か
に
異
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
市
橋
鐸
の
内
藤
丈
艸

研
究
は
民
俗
学
や
口
承
文
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
可
能
性
を
示
し
て
く

れ
て
い
る
の
だ
と
、
私
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
迎
え
に
い
き
た
い
。
そ
う

思
っ
て
、『
俳
人
丈
艸
』
を
読
み
進
め
る
と
、
本
書
が
丈
艸
「
伝
承
」
研

究
の
佳
い
手
引
き
書
に
さ
え
見
え
て
く
る
。
先
の
生
家
が
四
箇
所
伝
わ
っ
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て
い
る
伝
説
に
加
え
て
、
幼
く
し
て
「
俳
句
し
て
笑
は
れ
に
け
り
今
日
の

月
」
の
句
を
詠
ん
だ
「
逸
話
が
人
口
に
膾
炙
し
て
ゐ
る
」
こ
と
や
、
母
を

失
い
継
母
が
嫁
し
て
き
、「
世
俗
は
こ
ゝ
に
も
、
み
に
く
い
ま
ゝ
子
い
ぢ

め
の
一
幕
を
伝
へ
て
ゐ
る
」
こ
と
な
ど
な
ど
、
多
く
の
伝
承
を
紹
介
し
つ

つ
、
市
橋
は
そ
の
史
実
を
明
ら
め
よ
う
と
し
て
い
て
、
そ
れ
に
学
ば
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
も
確
か
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
伝
承
に
言
及
し
て
い

る
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
私
に
と
っ
て
、
先
ず
有
り
難
く
、
興
味
深
い
。

三
、『
俳
人
丈
艸
』「
口
絵
の
解
説
」

　
　

─
そ
う
し
て
、
林
輝
夫
の
こ
と

そ
の
よ
う
な
内
藤
丈
艸
に
纏
わ
る
伝
承
を
見
て
い
く
中
で
、
市
橋
鐸
は

丈
艸
に
ま
つ
わ
る
図
像
類
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
考
察
を
試
み
て
い
た
。

そ
れ
が
『
俳
人
丈
艸
』
の
冒
頭
に
配
さ
れ
た
「
口
絵
解
説
」
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
都
合
六
葉
の
口
絵
（
全
て
写
真
）
が
そ
れ
ぞ
れ
薄
い
紙
に
保
護
さ

れ
る
形
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
。「
一　

丈
艸
の
陶
像
」「
二　

丈
艸
の
墓　

及
び　

経
塚
」「
三　

丈
艸
の
筆
跡　

そ
の
一　

庚
申
の
旅
の
記
」「
四　

筆
跡　

そ
の
二　

北
枝
宛
消
息
（
己
之
中
集
所
蔵
）」「
五　

筆
跡　

そ
の

三　

俳
句
と
漢
詩
」「
六　
「
幻
の
庵
」
の
表
紙
」
の
六
葉
で
あ
る
（
二
に

は
写
真
が
二
つ
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
、
写
真
は
都
合
七
つ
）。
当
時
の

文
学
研
究
書
一
般
を
調
べ
た
の
で
は
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
と
断
言
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
本
書
は
お
そ
ら
く
写
真
を
有
効
に
紹
介
し
活
用
し
て
い

る
点
が
特
徴
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら
の
写
真

の
紹
介
・
活
用
は
、
先
に
紹
介
し
た
小
牧
中
学
校
郷
土
室
か
ら
刊
行
さ
れ

た
郷
土
写
真
集
と
接
続
し
て
考
え
ら
れ
る
。
市
橋
は
積
極
的
に
写
真
を
利

用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
こ
で
は
「
一　

丈
艸
の
陶
像
」
に
注
目
し
た
い
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
人
物
像
、
肖
像
は
、
そ
こ
に
形
作
ら
れ
る
人
物
に
与

え
ら
れ
た
制
作
者
始
め
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

特
に
そ
の
人
物
を
目
前
に
し
て
な
る
べ
く
客
観
し
て
形
作
る
の
と
は
異
な

る
場
合
、
た
と
え
ば
そ
の
人
物
の
死
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
形
作
ら
れ

る
場
合
に
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ

（
そ
れ
は
人
々
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
聴
き
継
が
れ
て
き
た
場
合
に
は
伝

承
や
伝
説
と
い
う
呼
び
方
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
）
が
、
人
物

像
、
肖
像
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
そ
も
そ
も
、
そ

の
人
物
が
死
ん
で
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
も
人
物
像
、
肖
像
を
作
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
物
が
充
分
に
伝
説
上
の
人
物
だ
と
い
う
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
）。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
人
物
像
、
肖
像
は
、
そ
れ
自
体
が

伝
承
研
究
や
伝
説
研
究
の
対
象
と
し
て
充
分
な
条
件
を
備
え
て
い
る
（
こ

の
よ
う
な
人
物
像
、
肖
像
の
特
色
を
逆
手
に
と
っ
て
、
権
力
者
や
そ
の
周

囲
が
己
を
伝
承
化
、
伝
説
化
し
て
英
雄
、
偉
人
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に

と
利
用
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
）。

さ
て
、
内
藤
丈
艸
の
場
合
は
、
ど
う
だ
ろ
う
。
市
橋
鐸
の
「
一　

丈
艸

の
陶
像
」
写
真
の
「
口
絵
解
説
」
を
読
む
と
、

東
京
小
石
川
関
口
の
芭
蕉
庵
（
正
し
く
は
龍
隠
庵
）
中
に
安
置
さ
れ
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て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
堂
に
は
芭
蕉
翁
を
中
央
に
し
て
、
右
に
は
嵐

雪
、左
に
去
来
、丈
草マ
マ

の
三
像
が
置
か
れ
て
ゐ
る
。（
其
角
の
は
な
い
）。

背
面
に
は
、
野
良
庵
所
蔵
湖
南
芭
蕉
翁
墳
下
土
以
丈
艸
子
像
制
寄

附
、
施
主
五
龍
峯
発
雲
舎
と
併
記
し
、
一
瓶
造
之
と
刻
し
一
瓶
の
印

影
が
あ
る
。
製
作
年
代
は
別
に
記
し
て
な
い
が
、
嵐
雪
の
に
文
久
戌

年
六
月
造
と
あ
る
か
ら
恐
ら
く
そ
の
頃
の
作
で
あ
ら
う
と
は
現
庵
主

伊
藤
松
宇
先
生
の
言
で
あ
る
。
こ
の
庵
は
「
昔
上
水
開
発
の
頃
芭
蕉

此
地
に
遊
ば
れ
し
に
よ
り
後
世
其
旧
跡
を
失
は
ん
事
を
歎
き
、
白
兎

園
宗
瑞
及
び
馬
光
な
ど
い
へ
る
俳
師
、
此
地
の
光
景
、
江
州
瀬
田
の

義
仲
寺
に
髣
髴
た
る
を
も
て
」
こ
ゝ
に
塚
を
築
き
、
さ
ら
に
庵
を
建

て
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
由
緒
あ
る
處
に
丈
艸
の
像
の
あ
る
の
を
う
れ

し
く
思
ふ
。
像
は
例
の
卅
六
歌
僊
な
ん
ど
の
画
像
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

た
も
の
ら
し
く
、
さ
ま
で
古
い
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
ま
り
世
上
に

知
ら
れ
て
ゐ
な

い
し
、
唯
一
の

像
で
も
あ
る
の

で
巻
頭
に
載
せ

る
こ
と
ゝ
し
た
。

そ
れ
に
就
い
て

は
松
宇
翁
を
わ

づ
ら
は
し
た
こ

と
お
び
た
ゞ
し

い
。
こ
の
機
会

に
厚
う
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

と
あ
る
〔
写
真
3
〕。

丈
艸
像
制
作
年
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
と
さ
れ
る
嵐
雪
像
の
制
作
年
の
文

久
戌
年
は
、文
久
二（
一
八
六
二
）年
。
内
藤
丈
艸
は
、寛
文
二（
一
六
六
二
）

年
生
ま
れ
で
元
禄
一
七
（
一
七
〇
四
）
年
没
だ
か
ら
、
も
し
嵐
雪
像
と
同

時
に
制
作
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、
死
後
一
五
八
年
が
経
過
し
て
か
ら
制

作
さ
れ
た
陶
製
の
座
像
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
丈
艸
と
い
う
人
物
が
伝

説
上
の
人
物
と
な
る
の
に
充
分
な
年
月
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
に
見
る
丈
艸
像
は
、
丈
艸
と
い
う
人
で
は
な
く
、
伝
説
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、市
橋
鐸
も
ま
た
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
像

は
例
の
卅
六
歌
僊
な
ん
ど
の
画
像
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
ら
し
く
」
と

記
す
わ
け
だ
。
三
十
六
歌
仙
と
い
う
歌
人
の
人
物
像
に
準
え
て
人
物
像
が

形
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
譬
え
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
肖
像

と
い
う
「
話
型
」
な
の
で
あ
る
。
三
十
六
歌
仙
で
の
僧
形
と
い
え
ば
僧
正

遍
照
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
す
な
わ
ち

伝
説
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
話
型
に
譬
え
て
い
え
ば
「
僧
正
遍
照
」
譚
の

一
類
型
と
し
て
丈
艸
譚
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
市
橋
が
「
唯
一
の
像
で
も
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
市
橋
鐸
の
言
に
従
う
な
ら
ば
、
昭
和
五
年
段

階
で
は
、
内
藤
丈
艸
の
肖
像
は
こ
れ
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
の
だ
。

〔写真 3〕内藤丈艸の陶像
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と
こ
ろ
で
、
私
が
愛
知
県
犬
山
市
の
大
学
に
来
て
ま
も
な
く
、
市
橋
鐸

の
生
徒
だ
っ
た
林
輝
夫
と
い
う
人
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
林
は
犬
山

市
の
旧
市
街
中
心
か
ら
少
し
南
に
行
っ
た
橋
爪
に
住
ま
っ
て
い
た
が
、
旧

制
小
牧
中
学
校
時
代
に
市
橋
に
教
わ
り
、
市
橋
と
同
じ
く
國
學
院
大
学
の

国
文
科
に
進
ん
だ
と
い
う
。
大
学
は
、
時
代
が
悪
く
、
学
徒
出
陣
の
た
め

に
満
足
に
授
業
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（
民
俗
学
者
の
井
之
口
章

次
や
国
文
学
者
・
歌
人
の
岡
野
弘
彦
ら
と
同
世
代
に
な
る
）。
敗
戦
し
て

の
復
員
後
、
大
学
を
終
え
て
郷
里
に
戻
り
、
高
等
学
校
の
教
員
の
傍
ら
、

市
橋
鐸
と
同
じ
よ
う
に
郷
土
研
究
に
携
わ
っ
た
。
実
は
、
市
橋
鐸
は
晩
年

に
蔵
書
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
、
林
は
相
談
を
受
け
て
文
学
研
究
関
係

は
、
市
橋
が
最
終
的
に
勤
務
し
た
現
愛
知
県
立
大
学
（
市
橋
在
職
中
は
女

子
大
学
）
図
書
館
に
寄
贈
し
、
郷
土
研
究
関
係
は
林
が
引
き
取
っ
た
。
そ

の
後
、
林
も
高
等
学
校
退
職
後
体
調
を
崩
し
て
、
結
局
、
郷
土
研
究
関
係

の
多
く
を
私
が
勤
務
す
る
犬
山
市
の
名
古
屋
経
済
大
学
図
書
館
に
寄
贈

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
の
い
き
さ
つ
に
よ
り
、
私
は
林
を
知
り
、
市
橋

鐸
に
つ
い
て
の
聴
き
書
き
を
す
る
た
め
に
何
回
か
林
宅
に
通
う
こ
と
に

な
っ
た
。

林
は
体
調
が
優
れ
ず
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
よ
う
す
だ
っ
た
が
、
そ

の
よ
う
な
林
が
私
に
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
も
な
く
、
内

藤
丈
艸
の
没
後
三
〇
〇
年
を
迎
え
る
の
だ
が
、
二
五
〇
年
の
時
に
は
町
を

挙
げ
て
盛
大
な
催
し
を
し
た
が
、
せ
っ
か
く
犬
山
市
に
大
学
が
で
き
た
の

だ
か
ら
、
今
回
は
そ
こ
で
何
か
企
画
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
の
所
属
す
る
名
古
屋
経
済
大
学
人
文
科
学
研
究

会
が
主
催
者
と
な
り
、
平
成
一
五（
二
〇
〇
三
）年
一
一
月
に
「
内
藤
丈
艸

没
後
三
〇
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
」が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
概
要
を
私
が
学
内
誌
に
紹
介
し
た
当
時
の
短
文
を
、
こ
こ
に

再
録
し
て
お
く
。

「
犬
山
出
身
の
内
藤
丈
艸
（
な
い
と
う
・
じ
ょ
う
そ
う
。
一
六
六
二
―

一
七
〇
四
）
は
松
尾
芭
蕉
門
下
の
俳
人
と
し
て
名
高
く
、蕉
門
の
十
哲
（
あ

る
い
は
四
哲
）
の
ひ
と
り
に
数
ま
え
ら
れ
る
。
芥
川
龍
之
介
の
『
枯
野
抄
』

に
お
い
て
も
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
二
〇
〇
三
年
が
丈
艸
没
後

三
〇
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
こ
こ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
講
演
会

を
企
画
し
た
。
犬
山
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
本
学
に
相
応
し
い
催
事
で

あ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
す
な
わ
ち
、
パ
ネ
リ
ス
ト
も
講
師
も
学
外
か
ら

新
進
気
鋭
の
研
究
者
を
迎
え
て
、
実
質
的
な
学
術
発
表
を
行
う
こ
と
と
一

般
市
民
の
理
解
会
得
で
き
る
興
味
を
惹
く
こ
と
の
二
点
を
目
標
と
し
た
。

／
（
中
略
）
／
内
容
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
丈
艸
、

い
わ
ば
丈
艸
伝
承
に
つ
い
て
の
分
析
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。［
司
会
の
］

高
木
［
史
人
］
は
、
丈
艸
の
絵
や
像
の
姿
が
謹
厳
な
修
行
僧
、
飄
逸
な
世

捨
て
人
、
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
宗
匠
と
い
う
三
つ
の
累
計
に
な
る
こ
と

か
ら
、
丈
艸
の
イ
メ
ー
ジ
が
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。［
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
内
藤
丈
艸
と
そ
の
周
辺
」
の
パ
ネ
リ
ス
ト
］
伊
藤
［
龍
平
］

氏
は
、
近
世
俳
諧
説
話
の
中
で
も
丈
艸
の
そ
れ
は
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
、
俳
人
と
い
う
よ
り
も
隠
者
と
し
て
の
丈
艸
に
は
説
話
伝
承
圏
が
希
薄

だ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。［
同
じ
く
パ
ネ
リ
ス
ト
の
］篠
崎［
美
生
子
］氏
は
、
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近
代
の
小
説
に
登
場
す
る
丈
艸
が
、
親
や
宗
匠
の
た
め
に
自
己
を
抑
制
す

る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
近
代
社
会
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た

ち
の
支
持
を
得
た
と
述
べ
た
。
／
講
演
［「
西
鶴
・
芭
蕉
・
丈
艸
」］
の
塩

村
［
耕
］
氏
は
、井
原
西
鶴
、松
尾
芭
蕉
、内
藤
丈
艸
の
三
人
を
比
較
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
隠
者
に
な
り
た
い
と
い
う
意
志
は
あ
っ
た
が
、
市
井
に
お
い

て
艶
（
や
さ
）
隠
者
に
な
っ
た
西
鶴
、俳
諧
の
宗
匠
と
し
て
俳
隠
者
に
な
っ

た
芭
蕉
に
対
し
て
、
丈
艸
こ
そ
は
真
の
隠
者
（
真
隠
者
）
で
あ
っ
た
と
述

べ
た
。（
後
略
）」（
※
［　

］
内
は
今
回
、
新
た
に
補
っ
た
）（『
セ
ン
タ
ー

通
信
』
第
11
号
、
二
〇
〇
四
年
、
名
古
屋
経
済
大
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）

も
う
少
し
補
っ
て
お
く
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
の
メ
ン
バ
ー
に

は
、
当
日
、
落
ち
合
っ
た
の
だ
が
、
期
せ
ず
し
て
話
は
内
藤
丈
艸
に
纏
わ

る
伝
承
は
乏
し
い
と
い
う
方
向
に
収
斂
し
た
。
特
に
、
伊
藤
、
塩
村
に
つ

い
て
は
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
伊
藤
龍
平
は
、
宝
井
其
角
の
俳
徳
説
話

が
多
い
の
に
比
し
て
、
丈
艸
に
は
少
な
く
、
そ
の
原
因
を
「
隠
者
」
に
求

め
た
。
塩
村
耕
は
丈
艸
を
隠
者
の
中
の
隠
者
（
真
隠
者
）
と
し
て
説
明
し

た
。
隠
者
は
名
利
を
求
め
ず
、
俗
世
に
交
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
伝
説
を

生
む
人
々
と
の
接
点
が
な
い
と
み
た
わ
け
で
あ
る
。
私
も
、肖
像
の
イ
メ
ー

ジ
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
原
因
を
隠
者
に
求
め
よ
う
と
し
た
点
で
、
伊
藤
、

塩
村
説
と
軌
を
一
に
し
た
。
一
人
、
近
代
文
学
研
究
の
篠
崎
美
生
子
は
、

芥
川
龍
之
介
『
枯
野
抄
』、
中
山
義
秀
『
芭
蕉
庵
桃
青
』、
童
門
冬
二
『
小

説　

内
藤
丈
草
』
な
ど
を
題
材
に
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
丈
艸

像
（
＝
伝
説
）
が
近
代
に
お
い
て
生
成
し
読
者
の
支
持
を
得
た
こ
と
を
報

告
し
て
、
会
場
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

実
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
っ
て
何
度
か
林
輝
夫
の
も
と
に

通
っ
た
と
き
に
、
林
は
私
に
市
橋
鐸
が
蔵
し
て
い
た
内
藤
丈
艸
の
木
像
を

始
め
、
数
点
か
の
内
藤
丈
艸
の
肖
像
の
写
真
を
貸
し
与
え
ら
れ
た
。
私
の

丈
艸
の
肖
像
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
師
・
市
橋
鐸
が
先
鞭
を
つ
け
、
弟
・

林
輝
夫
が
引
き
継
い
だ
仕
事
に
基
づ
い
て
い
た
。
た
だ
し
、
先
に
引
用
し

た
短
文
で
私
の
発
表
を
も
簡
単
に
報
告
し
て
い
る
が
、
私
は
司
会
と
し
て

加
わ
っ
た
の
み
で
発
表
の
時
間
は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
一
応
、
資
料
は

拵
え
た
け
れ
ど
も
、
発
表
時
間
は
な
か
っ
た
（
先
の
短
文
で
私
の
概
要
を

紹
介
し
た
の
は
、
発
表
で
き
な
か
っ
た
無
念
を
晴
ら
す
た
め
だ
っ
た
と
も

い
え
る
）。
幸
い
な
こ
と
に
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
伊
藤
龍
平
、

篠
崎
美
生
子
、
そ
う
し
て
講
演
者
の
塩
村
耕
の
話
題
が
ま
こ
と
に
素
敵
で
、

的
確
で
、
司
会
の
付
け
入
る
隙
な
ど
、
と
て
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
に
改
め
て
丈
艸
の
肖
像
を
紹
介
し
、
肖
像
と
伝
説
と
の
関
係
を
論
じ

る
意
義
も
存
す
る
と
考
え
た
い
。

な
お
、
林
輝
夫
は
、
こ
の
三
年
後
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

四
、
肖
像
と
伝
説

と
ま
れ
、
林
輝
夫
か
ら
手
渡
さ
れ
た
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
内
藤
丈
艸
の
陶
像
（
こ
れ
は
『
俳
人
丈
艸
』
に
収
め
ら
れ
た
の
と

同
じ
）

②
内
藤
丈
艸
の
木
像
（
愛
知
県
丹
羽
郡
犬
山
町
新
道　

坂
尾
氏
蔵
）
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③
内
藤
丈
艸
の
肖
像
画
（
伝
蕪
村
筆
『
俳
諧
三
十
六
歌
僊
』）

④
同
上
（
大
津
・
義
仲
寺
蔵
）

⑤
同
上
（
大
津
・
義
仲
寺
蔵
）

⑥
内
藤
丈
艸
の
掛
軸
（
裏
に
「
呈
市
橋
鐸
先
生
」
と
あ
る
）

⑦
丈
艸
遁
世
し
て
去
る
図
（『
尾
張
名
所
図
会
』
か
ら
模
写
し
た
も

の
『
犬
山
の
山
河
が
生
ん
だ
俳
人
丈
草
』
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）

年
第
一
版
刊
の
表
紙
、
犬
山
史
蹟
保
存
会
・
犬
山
町
教
育
委
員
会
。）

⑧
内
藤
丈
艸
木
像
（
五
世
尾
関
作
十
郎
作
、
犬
山
城
並
び
に
瑞
泉
寺

蔵
）

⑨
同
上
（
市
橋
鐸
旧
蔵
）

⑩
内
藤
丈
艸
の
肖
像
画
（
犬
山
・
寂
光
院
蔵
）

誌
面
の
都
合
で
全
て
の
写
真
を
載
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
簡
単
な

解
説
を
し
て
大
き
く
三
系
統
に
分
類
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
一
つ
ず
つ
だ
け
掲
載
し
よ
う
。

ま
ず
、
①
②
③
は
市
橋
鐸
編
『
丈
艸
聚
影　

第
一
輯
』（
昭
和
六

（
一
九
三
一
）
年　

俳
諧
史
研
究
会
刊
）
に
掲
載
の
も
の
。『
俳
人
丈
艸
』

の
刊
行
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
肖
像
が
集
ま
り
だ
し
た
と
い
う

こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
林
輝
夫
の
蒐
集
に
か
か
る
。
先
に

引
用
し
た
短
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
丈
艸
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
A
、
謹
厳

な
修
行
僧
」「
B
、飄
逸
な
世
捨
て
人
」「
C
、穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
宗
匠
」

と
い
う
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
に
分
散
す
る
。
先
に
紹
介
し
た
写
真
3
つ
ま
り

①
の
も
の
は
A
に
当
た
ろ
う
。
A
は
僧
衣
に
袈
裟
を
つ
け
て
端
然
と
し
て

い
る
。
①
④
が
こ
れ
に
当
た
ろ
う
。
た
だ
し
、
③
も
袈
裟
を
つ
け
て
は
お

ら
ず
表
情
も
や
や
寛
い
だ
感
は
あ
る
も
の
の
姿
勢
は
こ
れ
に
準
じ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
も
A
に
入
れ
て
お
こ
う
。

一
方
B
は
⑤
、
⑩
が
こ
れ
に
当
た
る
（
⑩
は
、
講
演
当
日
、
林
輝
夫
が

『
わ
た
し
の
文
学
紀
行　

四
十
一
号
線
を
歩
く
』（
一
九
八
七
年
、
尾
張
文

化
研
究
会
刊
）
に
紹
介
し
て
い
た
瑞
泉
寺
蔵
の
丈
艸
真
筆
と
さ
れ
る
戯
画

と
混
同
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
く
。
寂
光
院
蔵
で
あ

る
。
構
図
と
し
て
は
真
筆
と
さ
れ
る
戯
画
の
影
響
を
受
け
て
描
か
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑩
に
は
禅
画
の
趣
が
あ
る
）。
こ
こ

で
は
⑩
の
写
真
を
掲
げ
る
〔
写
真
4
〕。

そ
う
し
て
、
残
る
②
⑥
⑦
⑧
⑨
が
C
で
あ
る
。
宗
匠
頭
巾
を
被
っ
て
い

る
の
が
こ
れ
ら
全
て
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
市
橋
鐸
が

所
蔵
し
、林
輝
夫
の
手
に
渡
っ
た
⑨
の
写
真
を
紹
介
し
て
お
く
〔
写
真
5
〕。

私
が
撮
影
し
た
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
見
た
と
こ
ろ
と
て
も
新
し
く
、
昭

和
の
作
だ
と
思
う
（
な
お
②
の
所
蔵
者
の
坂
尾
氏
は
、『
俳
人
丈
艸
』
の

本
編
冒
頭
に
紹
介
さ
れ
た
内
藤
丈
艸
生
家
に
伝
え
ら
れ
る
木
像
で
古
そ
う

な
も
の
で
あ
る
が
、
痛
み
が
激
し
く
、
特
に
首
が
ぐ
ら
つ
い
て
不
充
分
に

修
繕
し
て
あ
る
た
め
に
、
顔
が
変
に
上
向
い
て
い
て
、
穏
や
か
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
、
誤
解
を
避
け
る
た
め

に
こ
こ
で
は
写
真
を
載
せ
な
か
っ
た
）。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
内
藤
丈
艸
の
肖
像
か
ら
、
一
つ
の
イ
メ
ー

ジ
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
昭
和
五
年
に
、市
橋
鐸
は
「
里

人
の
す
べ
て
は
無
関
心
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
に
誇
張
は
も
ち
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ろ
ん
、
あ
る
。

市
橋
鐸
の
母

の
鈴
木
鎮し
ず
め女

始
め
、
丈
艸
に

関
心
を
抱
く

人
々
は
、
む
し

ろ
多
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
た
と

え
ば
、
時
代
は

下
る
け
れ
ど

も
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
の
丈
艸
没

後
二
五
〇
年

紀
念
行
事
が

賑
や
か
に
行

な
わ
れ
た
記

憶
と
記
録
と
が
、
今
も
犬
山
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
。
だ
け
れ

ど
も
、
人
物
像
が
一
つ
に
収
斂
し
な
い
弱
さ
が
、
丈
艸
伝
承
、
丈
艸
伝
説

を
犬
山
で
も
影
の
薄
い
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平
成
一
五

（
二
〇
〇
三
）
年
の
催
し
は
、
名
古
屋
経
済
大
学
人
文
科
学
研
究
会
が
行

な
っ
た
も
の
の
他
に
、
も
う
一
つ
市
民
団
体
が
元
東
京
大
学
総
長
で
文
部

〔写真 4〕〔写真 5〕

大
臣
も
務
め
た
物
理
学
者
・
俳
人
の
有
馬
朗
人
の
講
演
会
を
企
画
し
た
け

れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
催
し
に
若
い
人
や
地
域
の
商
店
な
ど
を
幅
広
く
巻
き

込
む
力
は
も
は
や
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
昭
和
二
八
年
の
と

き
に
は
、
幼
稚
園
を
会
場
に
し
て
丈
艸
を
主
人
公
に
し
た
芝
居
が
演
じ
ら

れ
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
地
元
の
商
店
が
多
く
広
告
を
出
す
な
ど
、

活
動
に
は
ま
だ
力
強
い
広
が
り
が
あ
っ
た
。
仮
り
に
、
こ
れ
か
ら
テ
レ
ビ

で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
新
し
い
丈
艸
伝
説

が
蠢
動
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、そ
れ
は
そ
れ
。
結
論
は
、や
は
り
、

か
つ
て
平
成
一
五
年
に
伊
藤
龍
平
、
塩
村
耕
ら
が
出
し
た
の
と
軌
を
一
に

す
る
と
こ
ろ
に
落
着
す
る
の
か
な
、
と
考
え
て
い
る
。

附
記

　
　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
日
に
犬
山
市
本
町
通
り
に
面
し
た
犬

山
市
福
祉
会
館
に
お
け
る
講
演
の
資
料
を
元
に
し
て
、
新
た
に
書
き
お

ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
場
は
、
市
橋
鐸
の
生
家
の
二
軒
程
北
隣
り
に

あ
り
、会
場
の
窓
か
ら
市
橋
鐸
の
生
家
（
犬
山
藩
御
典
医
、鈴
木
玄
道
家
）

の
瓦
屋
根
が
見
下
ろ
せ
る
。
一
度
、
こ
こ
で
市
橋
鐸
に
纏
わ
る
話
を
し

て
み
た
か
っ
た
。
当
日
は
意
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
聴
衆
に
申

し
訳
な
か
っ
た
。
当
日
い
ら
し
た
方
々
に
お
礼
と
お
詫
び
と
を
申
し
上

げ
る
。
ま
た
、
本
文
中
敬
称
は
省
略
し
た
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

　
　

な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））

課
題
番
号24520927

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
た
か
ぎ
・
ふ
み
と
／
名
古
屋
経
済
大
学
）


